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社 会 言語 学 と言 語 使 用 域:

一 般 英 語
,専 門英 語 と

国際 ビ ジ ネス ・コ ミュニ ケ ー シ ョン

橋 本 光 憲

ThisthesisisintendedtoclarifyGeneralEnglishAGE),Special

EnglishSSEorEnglishforSpecificPurposes;ESPYandlnternational

BusinessCommunication(IBC)whichthewriterhasstudiedfrom

theviewpointsofsociolinguisticsandregisters.Also,thedisciplines

ofsemanticsandlexicologyhavebeenemployed.Itisthewriter's

contentionthatthefindingsthewritermadeinthefieldsofGeneral

English,SpecialEnglishandInternationalBusinessCommunication

asdetailedinthethesiswillsurelyhelpdeveloptherelevantsciences

andcontributetosocietyasawhole.

1.は じ め に 本論の目的 ・方法と前提条件

1.本 論 文 の 目的 ・方 法

本論文 は,表 題 に も明 らか な よ うに,論 者が これ まで行 って きた 「一般英

語,専 門英 語 と国際 ビジネス ・コ ミュニケーションの研究」の結論 を,社 会

言 語学 お よび言語使 用域 の観 点か ら整理 ・集約 して,そ の学 問 的成 果 を広 く

社 会 に問 わんとする ものである。

ただ し,こ こで は 「一般 英語」,「専 門英語 」 や 「国際 ビジ ネス ・コミュニ

ケーション」の定義や内容 の検討は行わず,後 に本論 の中で 明 らか にす る。
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ただ,こ れか らの議論 の前 提条件 と して,幾 つ かの言語学 ・英語学 的 な問題

を,あ らか じめ以 下 に提 示 してお こ う。

2.社 会 言語 学(Sociolinguistics)の 定 義

『英語教 育 用語 辞典』 【280】に よれ ば,Sociolinguistics(社 会言語 学)は

「言語 が実 際 の言語使 用 にお いて,な ぜ,ど の よ うに変 化 す るか を研 究す る

分野。大 きく分けて,広 く社会 を視野 にい れて研 究す る巨視的研究(macro-

sociolinguistics)と,2人 の 人間の会話 のや り取 りな どを研究する微視的研究

(micro-sociolinguistics)に 分 け られ る。 一方,あ る言 語が,地 域や社 会階級

(socialclass)に よって,ど う変 わ るか を研 究す る方言(dialect)研 究 や,あ

る言語使 用 者が いつ,ど こで,誰 と言葉 を交 わす か によって,そ の言葉 が ど

う変 わ るか を研 究す る言語使用域(regiSter)研 究 な ど,言 語 の変種(variety)

研 究 は,社 会 言語学 の重 要 な研 究分野 で ある。」 とされている。

本項を含めて,関 係定義 は別 の形 で再 三提起 されることとなろう。

3.レ ジス ター(登 録/使 用域)の 定 義

同 じく,上 記辞典[257の 定 義 を引用 しよ う。 「あ る言 語使用者が使用す

る言葉は,そ の 目的,扱 う内容,伝 達 手段,発 信者 と受 信者 との関係 な どに

よって異なる。こういった発話状況の条件を レジスターという。 レジスター

は方言 と並んで言語の変種を記述する際に用い られる。方言は言葉の使用者

が誰 であ るかによって決定 されるが,レ ジス ターは言語 使用 の コ ンテ クス

ト/文 脈 が どうい う ものか に よって決定 されるとい う違いがある。一方で,

両 者 には重 なる部 分 も多 く見 られる。」

以下では,論 者の研 究 に関連 の強 い英 語学,応 用 言語学,意 味論,語 彙 論

な どにつ いて も触 れてお こう。これらの項 目は,社 会 言語学,言 語 使用域 の

問題 と も深 い関わ り合いがあることが明 らか となろう。

4.英 語 学 の歴 史 との 関連性

『英語 学の歴史』[iii】による と,同 書 で 「英語学」 と言 うとき,形 態論,統

語論 を含 む文法学 は もちろん,音 声学,意 味論,語 彙論,辞 書 編纂学 を も含

んでい る,と してい る。

また,言 語学 との関係 で は,同 書 【iv]は,「 科学 的 な言語研 究 が始 まった

19世 紀 以後 の記 述 は,た だに英語学 の歴 史 とい うよ りも,む しろ,言 語学
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の歴史の趣を呈することとなった。英語の科学的(あ るいは言語学的)研 究

がすなわち英語学である以上,言 語学の歴史に触れることなく,英 語学の歴

史を記述することはできないからである」 と述べている。

5.応 用 英語 学 の側 面 か らの考 察

前 項 の後段 の部分は,「 応用 言語 学」 とい うよ りは,「 応 用 英語 学」 と言

うべ きだ ろ う。 この種の著述 に中田康行(1997)が あ る。 ここで は詳 しく取

り上 げ ないが,論 者が関心 を持 ってい る 「意味論」 に関連 して,同 書[193】

で,「.._系 列 関係 的 な単語 間の関係 は 「意味の場」,な い しは 「意味分 野」

(semanticfield)の 理 論 と して研 究 されて来 た ものである。言語の語彙は幾

つかの意味領域 に体系的に組織化 されて,分 類 ・把握 されて いる もの と考 え

られる」(意 味分野 の有用性)と す る発 言 は参考 にな る。

また,「__「 弁別 的特性」(distinctivefeature)を 出来 る限 り詳細 に規

定 して行 くこと(『 成分分析 』(componentialanalysis)と,そ の名詞 と他 の

単 語 との統 合 的連 結 の可能性の考察(即 ち,「 弁 別 的特性 」 間の連結 の 可能

性 と不可能性 の問題),さ らには 意味 分野 語彙 の体 系 的把握の方法

などを学習者に提示 ・理解 させることで,言 語学 習 ・教 育 に大 きな成果 と発

展 が可能であるように思われる」 とある。 これは,語 彙論研 究 か ら意味論研

究 に入 った論者にとっては,正 に 「我が意 を得 た り」 との感 を深 くする至言

である。

6.語 彙 論 と意 味 論 の 関 わ り合 い

ここで,英 語学 ない し英語学 概論 の ミニ マム ・エ ッセ ンシャルズを提示 し

ているテキス ト 『現代 英語学要説」 を参考 に,「 語彙 論」 と 「意味 論」 の定

義 を確 認 してお こう。同書によれば,英 語学 の研 究分野 と して は,主 に下記

が あ る,と い う。

英 語 音 韻 論(EnglishPhonology)

英 語 統 語 論(EnglishSyntax)

英 語 史(EnglishHistory)

英 語 談 話 論(EnglishDiscourse)

英 語 語 彙 論(EnglishLexicology)

英 語 文 献 学(EnglishPhilology)

英 語 形 態 論(EnglishMorphology)

英 語 意 味 論(EnglishSemantics)

英 語 語 用 論(EnglishPragmatics)

英 語 文 体 論(EnglishStylistics)

英 語 辞 書 論(EnglishLexicography)
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さて,論 者が以 下で扱 う諸 問題 に関連 して,こ こで上記 テキス トの順 序 に

従 って,英 語 意味論 と英語語 彙論 につい ては,そ の定 義 も紹 介 してお こ う。

英語 意味論 … 意味研究 の歴史 も永 く,書 語 哲学 の根源 が こ こにあ っ

た と言 って も良い くらいである。伝統的 な意味論では,

歴 史 的,心 理 的 な意味 の研 究 が 中心 であ ったが,最 近

で は意味 もまた言 語構造 の 一環であるとい う見地か ら,

理 論 的 な研 究 が 進 め られ てい る。統語論 との結 びつ き

が強 く,こ の両者 は一一体 であ る とす る学者 も多い。

英語語彙論 … 形態論が語の形成 を主 として扱 うの に反 して,語 彙 論

は特 定 の語 につ いて,そ の歴 史 的 な意味 ・用法 の 変化

や,使 用頻 度,意 味範 囲,派 生 の現 状 な どを調 査研 究

す る。 これか らの コンピュー ター時代 には脚光 を浴び

る分野である。

後述のように三つの実用英語辞典を編み,各 種 のESP(EnglishforSpecific

Purposes,「 特定 の 目的の ための英語」)に 取 り組 んで きた論 者 としては・最

も関心の高い分野である。意味論,語 彙論 につい て は,今 後更 に深 く論 じる

こ ととなろ う。

ll.論 者の今までの研究の足取 り

問 題 の 結 論 付 け は 後 に して,こ こ で は論 者 の今 ま で の 研 究 の 足 取 りを 明

らか に して お こ う。 論 者 は,SE=SpecialEnglishを 研 究 す る過 程 で,GE

=GeneralEnglishの 重 要 性 に気 が つ き,GEの 研 究 に立 ち戻 っ た の で あ る

が,議 論 の展 開 と して は,GE→ ・SE,SEの 中 で もBE=BusinessEnglish

とその 他 のSEと い っ た順 で,研 究 の 集 約 を して み た い 。

1.GEの 一 考 察 一BE,SEと の 比較 にお い て

研 究面 か らい くと,GEとBEの 共通 領域 を研 究す るこ とは,大 学 レベ ル

にお ける学 生 のGE能 力 をや や専 門的 なBE学 習へ の橋 渡 しをす る要点 を

把握 す ることであろう。

GEとBEが 共通 してい ないBEの 独 自領域(図1の(c))に つ いて は

1970年 代 半 ばか ら盛 ん になった英 語教授法の1つ であ るESPの 視 点 を導
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入 した。 ここでは,ESPの 定義 の 詳細 は省 略 して ,GE,BE,SE(BE以

外 を含 め て)の 相関 図 を図2で 描 い てみ た。

(1)GEの 位 置付 け

図1GEとBEの 相 関 図 図2GE,BE,SEの 相 関 図

1::GEを 隔む小円はSEの 諸分野であ り,こ

の他幾つかの小円 を描 くことがで きる。

内外 の 文 献 でGEに 関 連 した もの は,一 般 辞 書,英 語 学 ・言語 学 専 門辞

典 を含 め,皆 無 とい っ て い い 。 あ るの は唯 一,ESPの 対 極 と して の 記 述 一

EnglishforGeneraユPurposes(EGP ,GeneralEnglish,GE)1だ け で あ る。

GEと い う表 現 は,い わ ば 「俗 語 」 扱 い な の で あ る。

英 国 の 大 学 図 書 館 で 検 索 す る と,最 終 的 にGeneralEnglishSyllabusDesign

(1984)な る一 書 が 出 て くる の み で あ る 。 これ は,ESPが 脚 光 を浴 び せ られ

勝 ち な 中 で,も う一度 基 本 で あ るGE教 育 に工 夫 を加 え よ う とす る会 議 の

記 録 で あ る が,少 な く と も書 籍 で は単 発 で 終 わ っ て い る 。

BEの 方 で は・ 流 石 にGE側 よ りは関 心 が 高 い様 で ,OxfordHandbookfor

LanguageTeachersの0冊,TeachingBusine∬English(1994)が
,Business

Englishv.GeneralEnglish-一 一asummaryを4頁 に わ た っ て提 供 して い る。



194

(2)GeneralEnglishとBusinessEnglish

こ の よ う にGenralEnglishと い う表 現 は あ る こ と は 確 か で あ る が ・

GeneralEnglishと い う言 い 方 を余 り見 受 け な い こ と も事 実 で あ る。 そ の 代

わ り と言 え よ うか,StandardEnglishと い う表 現 が あ り,英 国 の小'中'

高 レベ ル の カ リキ ュ ラ ム,EnglishintheNationalCurriculum(1995)で は ・

StandardEnglishを 学 ぶ よ う指 導 して い る。StandardEnglishに つ い て は

次 の よ う に解 説 して い る 。

StandardEnglishisdistinguishedfromotherformsofEnglishbyits

vocabulary,andbyrulesandconventionsofgrammar,spellingand

pronu皿cia廿on.(p.3,同 上 書)

この 際,StandardEnglish≒GeneralEnglishと い う見 方 を す れ ば,上

記 はGEの 定 義 に通 ず る もの と言 え よ う。

と こ ろで,GeneralEnglishと い う言 い 方 を多 用 す る場 面 は ど こで あ ろ う

か 。 論 者 の 調 査2で は,外 国 人 学 生 等 向 け の 「海 外 英語 研 修 」 説 明 パ ンフ レ

ッ トの 中 で あ る 。 そ こ こ で は,英 米 と も一 致 してGeneralEnglishの 教 育

を 目標 と して うた っ て い る。

BusinessEnglishとESP(SpecialEnglish)に 関 連 して ・論 者 は 「ESPの

中心 的 分 野 と して のBusinessEnglishの 一般 的 知 識 の 提 示 と,当 該 分 野(例

え ば フ ァ イナ ン ス)で の 一 定 レベ ル の専 門用 語 の 集 約 」 を提 案 して い る。こ

れ は,社 会 言 語 学 お よ び 言 語 使 用 域 の議 論 に 通 じる もの で もあ る 。Business

English側 の 問 題 意識 の 高 さにつ い て は既 に触 れ たの で ・ こ こ で は繰 り返 さ

な い が,BusinessEnglishの 定 義 そ の もの につ い て は別 の 機 会 に論 ず る こ

と と した い 。

(3)GEま とめ

論者 に よるGEの 解 明 の結 果 を以下 の 図 に よ り示 しておこう。今後の課

題 としてはGEの 更 なる究明,GEとBEの 境界域 につ い ての具体 的事 実

の積み上 げを考えたい。特に,単 語 のみ な らず語 義(SemantiCvalue)の 相

違 に着 目すべ きで あろ う。
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図3-1EnglishとStandardEnglishの 関 係

nonstandard

English

Standard

English

注:Englishに はnonstandardEnglish←substandardEnglish ,俗 語,卑 語,ain't,

irregardless,don'tgotな ど の非 標 準 用 法 等)を 含 む。

図3-2StandaxdEnglishとStandardAmericanEnglishと の 関 係

英国英語特有の部分

鋤
畿

米語特有の部分

注:StandardEnglisbは 英米等 の英語 母国語の学 校で教 える英語 で,・ 般教 養人 が使 う。

StandardBritishEnglishやStandardAmericanEnglish等 と分 けることがで き,そ

れぞれの歴史,文 化 を背 景に円の 大小があ り得 る。特 に発k'Y.Eの相違点が 大きい。
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図4GeneralEnglishとESP(SpecialEnglish)の 関 係

注1:斜 線 の部分がGEとSEの 境界域。

注2:GEとSEの 共通する部分 は,そ れぞれのSEに おいてGEを 使用する部分 であ り,そ

の種類 に よって面積 の大小が あ りそ うであ る 〔参考文献(9)English/orScienceand

Technalagy:adiscourseapproach参 照〕。

注3:GEは 英米 で外 国人向け教育(EFL)に 使 われ る表現 であるが,米 国ではIntensive

Englishコ ース といわれる ことが多 く,GEと い う表現 に英米 の差が ある得 るこ とを

窺わせ る。

注4:SEの 代 表的な分野で あるBusinessEnglishに ついて,Teaching・Business・English〔 参

考文献(6)〕 では,語 彙,表 現 について,N-1!一語の文法や慣 用 を完壁 に心得 る必 要はない

と指摘 している。

2.BEか らSEヘ

ー 金融英 語のESP教 育 につ い て 一一

ESPの 歴 史 につ いて は,深 山晶子(1997)に よる ま とめが あ る。 これ を参

考 と して,以 下 に一部 を引用 してお こ う。

実用 英語が研究対象 となったのは,い つ頃 の こ とだ ろうか。

過去 の実用英語研究 を概観 して,ス ウェ イル ズ(swales,J・M・1988・Genre

」加 砂伽,CambridgeUniversityPress.xiv)は,「100年 ぐらい前 か ら存在

してい る観 光英 語の表現集や,200年 ほ ど前 か ら現場 で は欠かせ ない航海

用のバイリンガル辞書 は,実 用 英語研 究の成果 とい うよ りも個人的で恣意的

(personalandarbitrary)な もので,本 格 的 な研 究 は,バ ーバ ー(Barber,

C.L.,19fi2."Somemeasurablecharacteristicsofmodernscientific

prose,"inContributionstoEnglishsyntaxandphonology:1-23,

Longmsn.)が 科学技術 英語 の語彙 を記述 した ときに始 まった」 としている・

(「ESP(分 野別英 語)研 究 の誕 生」pp.151-152),と あ る。

論 者 は,こ こで先ず よ く引用 され る次 図(脚 注参 照〉 を示 してお こ う・
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Figure3-1:TheTreeofELT

轍蝶

為　購

Englishfor
Economics

Englishfor
Secretaries

鞭鰐

〃

(ESP

Englishasa愉纏黙

、櫛

EAPCourses

oftenhavea

studyskills

component

English

魚)r

Psychology

獣欝

EOPisalsoknownas
EVP{Englishfor
VocationalPurposes
andVESL
{VocationalEnglishas
aSecondLanguage

GEisusually
studiedfor

exampurposes

聯
乙

EnglishLanguageT際

LanguageTeaching

〃縦

Englishfor

Teaching

智

P・i藻讐

E

Seco

,ノ

/

EnglishforSocial
Sciences

(ESS>
Adult
Terti

Secondary

School

ESLcanbe

dividedinthe

samewayas

EFL

羅舞
(ESL)

InAmericanELI

thedominant
branchisESL

初ハ雨
LEARNING

心　 。,湊
COMh1UNIATIO

'
＼ご一 一一 」L

ーー d

N._.一 ._、
獣

Note:TomHutchinsonandAlanWarters.X1957).EnglishforSpecificPurposes,A
learning-centredapproach.CambridgeUniversityPress,page19.
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(1)EnglishforSpecificPurposes(ESP)の 定 義

言 語 学 的 に 正 確 に い え ば,SpecialEnglishはEnglishforSpecific

Purposes(特 殊 な 目的 の た め の 英 語 一 略 してESP)と い う こ とに な ろ う。

『ロ ングマ ン応 用 言 語 学 辞 典 』 な どで は,EnglishforSpecialPurposesの

方 を名 前 と して先 に挙 げ て い る。 そ の ロ ン グマ ン辞 典 で は,ESPを 「コ ー

ス の 内 容 と 目的 が,特 定 の学 習 者 集 団 の 特 別 な必 要 性 に よっ て 定 め られ て い

る言 語 コ ー ス や教 育 プ ロ グ ラ ム にお け る英 語 の 役 割 」 と定 義 して い る。ESP

は,し ば しば 「特 殊 な英 語 」 との み 理 解 され て い るが,正 し くは 「特 殊 な 目

的 の た め の 英 語 」で あ り,技 術 ・職 業 ・研 究 な どの 具 体 的 な学 習 目的 が あ り,

そ の た め の 教 育 方 法 に力 点 が あ る こ と を指 摘 して お こ う。

ELT(EnglishLanguageTeaching)の 流 れ の 中 でESPが 分 化 した過 程 に

つ い て は,前 出 のThetreeofELTが 分 か りや す い 。 こ の 図 で はESPの 枝

分 か れ と して,EnglishforMedicalStudies,EnglishforTechnicians,

EnglishforEconomies,EnglishforSecretaries,EnglishforPsycology,

EnglishforTeachingな どが 挙 げ られ て い る。

②SEの 分 野 とそ の教 育

SEの 分野 につ いて は,さ ま ざまな ものが示 されてい るが,こ こでは2つ

の事例 を挙 げ てお く。

(1)LongmanDictionaryofBusinessEnglish‐25fieldlabels

Accounts,Advertising,Agriculture,Banking,Commerce,

Commodityexchange,Computers,Economics,Economichistory,

Economictheory,Finance,Industry,Industrialrelations,Industrial

safety,Insurance,La,w,Management,Marineinsurance,Publicfinance,

Qualitycontrol,Shipping,Stockexchange,Taxation,Tourism&
Transport

(2)MacmillanCareerEnglishSeries-12種i類

Agdculture(3),Aviation(3),Business--Banking,GeneralBusiness,

InternationalTrade,Computers(3},Engineering(2},HotelPersonnel,

Machine(2},RestaurantEmployees,Secretaries&Tourism

Longmanl)ictionaryofBusiness,Englishは25の 分 野 別 表 記 を して い る こ
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とで参考になる。 これはビジネスの分野 を業種別 に分けた ものであ り
,そ れ

ぞれが専 門用語 を持 って いる。す なわち,こ れは,言 語使 用域(レ ジス ター)

その もの と言 ってい いだ ろ う。

日本 の事例 でみる と,日 経 文庫 の 実用 外 国 語 で は,業 種 別 に経 済 英語,

工業(技 術)英 語,商 業英語,金 融 英語 ,銀 行 英語,証 券 英語 と6種 類 の

テキス トを用 意 してい る。 因みに,日 経文庫 で は17種 類 の用語 辞典類 を発

行 してい る。 このように,SpecialEnglishに つ い ては さまざまな分野 が存

在 す る。

(3)金 融(BankingandFinance)のESP

金 融 英 語 の 教 本 と して は,次 の よ う な もの が 英 米 で 出 版 され て い る。

MaterialsforLanguagePractice‐Bank・ π}伽Eπ ψ 凧Pergam・n

Press,1984

WorldatWork--Banking,Longman ,1982

Busine∬-8α η左惚MacmillanCareerEnglish
,1984

1nstrumentalEnglish-E㎎1傭 乃力 γ、8侃左ゴ1㎎α加1」町ηση`ζMcGraw-Hill
,

1983

E㎎ ・1飽乃ノorBanking,Accounting(営1電 ηoη`弓Berlitz
,1979

FinancialEnglish,BBCEnglish,TheEconomist
,1986

EnglishforCareers‐2"heLanguageoflnternationalFinancein .English:

MoneyandBanking,RegentsPublishing ,1976

EnglishforlnternationalBandingandFinance,CambridgeUniversity
Press,1990

論者 は,こ れ まで金 融英語 の教本 と して以下の ものを刊行 している。

『銀行英語 の手 ほどき』(日 経 文庫),日 本経 済新 聞 社 ,1985年 。

r銀 行 マ ンの英 会話 」 同 上,1987年 。

「銀行 マ ンの 英文 ライ テ ィング」 三井銀総合研 究所 ,1987年 。

『銀行 窓 口英 会話 』DIDAK,1989年(テ ー プ4巻 付 き,通 信 講 座)。

r話 せ る書 け る銀行 英語 」(編 著)経 済 法令 研 究 会,1996年 。

r金 融 英 語 の常 識』 中央 経 済社}1997年 。

r英 和金 融 用語 辞典 」(編 著)ジ ャパ ンタ イムズ ,1995年 。(含 用 例)
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英 米 の 金 融 の 辞 書 と して は,BankingTerminology,AmericanBankers

Association,1982,DictionaryofBankingTerms,Barron's,1990,Dictionary

σ8α η惣 鐡 η伽1伽 ゴ`6亀Willey,1985の ほ かv'ろ い ろ あ る が ・ い ず

れ も 「用 語 」 辞 典 で あ り,ESP辞 典 で は な い。 今 後,金 融 に関 連 した 基 本

表 現 や 特 徴 的 表 現 を含 む こ とが 必 要 とな ろ う。

3.GEの 再 評 価

一一BusinessCommunicationへ の 橋 渡 しと して 一

英国ではた とえばGeneralandBusiness」English(1952)(見 本下記)な る

本 が あ り,か ってはGEとBEが 混在 して いた時期 があ った こ とを窺わせ

る。我 々は,BEを 所与 の もの として捉 え,そ の元で あ るGEに 関心が 薄い

嫌 いがあ る。今 こそ,BEへ の橋 渡 し役 と してのGEの 教育 的意義 に光 を当

て る時期 では なかろうか。参考 までにそのPrefaceを 以 下 に引用 してお く。

THiSbookisintendedfarstudents,agedfrom14to18,whoenter

commercialschoolsandcollegestotrainforpositionsinoffices.Itis

basedonextensiveexperienceintheteachingofEnglishtosuch

students.

SincetherulesofCommercial.Englishdifferinnowayfromthoseof

・rdinaryc・mp・siti・n,theaimsherearel(i)t・raisethelevel・f

expressionamongyoungpeoplewhoseabilitytocompose

grammatical,lucid,conciseandcorrectly-speltsentencesleaves

muchtobedesired;(ii)tofurnishacceptablemodelsofbusiness

communications;(iii)tosupplyabundantexercisesforsuch

commur虹cationsonordinarysu切ects;(iv)toaccustomstudentsto

summarizecorrespondence,lectures,speeches;w}tostimulate

interestin,andfamiliaritywithwords,theirderivationandmeaning;

and,withthisobject,toimpressonthestudenttheimportanceof

acquiringandusingagooddic樋onary・

Theauthortendershisgratefulacknowledgmentstoallhisformer

colleagueswhohavehelpedinthecompilationofthisbookbytheir

co-operation,constructivecriticisms,suggestionsandmaterial.
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(1)ESP側 のGEに つ い て の 問 題 意 識

実 際 問 題 と して,GE抜 きでSEの 表 現 をす る こ とは 不 可 能 で あ る。ESP

で はBEも そ の 一 分 野 で あ る 。 先 に示 したThetxeeofELTで は,GEに

つ い て は,EFL(EnglishasaForeignLanguage,外 国 語 と しての 英 語)と

して 示 され て い る だ け で な く,`GEisusuallystudiedforexampurposes.'

との 記 載 が あ る。English/orSciencedndTechnology:Adiscourseapproach

(1985,p.6>で は,"Although`GeneralEnglish'issetoffasquiteseparate

fromtheother`kinds'ofEnglish,itis,ofcourse,themainstayofall

fields,whateverthepurposeforwhichthelanguageisused."と した上

で,次 の 表 を 示 して い る 。ESTの 中 に,経 済 紙 科 学 ・技 術 記 事 な どで

GEを 使 わ な け れ は説 明 で き ない 部 分 が あ る とい う趣 旨 で あ る。 なおr上 記

の 表 現 の 中 のfieldsは レジ ス タ ー と言 い換 え る こ とが で き よ う。

EnglishforScienceandTechnology

E㎎ 」説 声r珈 伽 ゴ`P吻0565

GeneralEnglish ESTfields

Engineering

Forestry

Computersciences

Electronics

Mining

Medicine

Dietetics

Nursing

Etc.

EnglishforOccupationalPurposes

E∬ ・6αψα'繍

Engineeringtechnicians

Laboratorytechnicians

Mechanics

Electricians

Pl皿mbers

Computeroperators

Etc.

(2)語 彙(vocabulary)論 か ら の ア プ ロ ー チ

ESPの 世 界 で は,語 彙(vocabulary)を 次 の4種 類 に 区 分 して い る 。

(TomHutchinsonandAlanWarters,1987,ll65-168】 参 照)

①structural:e.9.are,this,only,however

②general:e.g.table,run,dog,road,weather,cause

O3sub-technical:e.g.engine,spring,valve,acid,budget

Qtechnical:auricle,schistosome,fissure,electrophoresis
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分野別英語 とい うと,す ぐ名 詞や複 合語 の専 門用語 を考 えがちであるが,

必 ず しもそ うナは ない。 その分 野 に特有の ものの言い方 も少 な くはない。例

えば,changehandsと い う表現 が あ る。 これ は,一 般 英語 では 「〈財 産 な

どが 〉持 ち主が変わる ・他人の手 に渡 る」であるが,証 券 英語 で は 「〈株式

な どが 〉幾 ら幾 ら売買される」(出 来高)と い う意 味 にな る。

LongmanDictionaryofBusine∬Englishは,分 野 別表記 を してい る ことで

参 考 になるが,論 者 の調査 で は見 出 し語9,294語 の中 で分野(25)表 記 のあ

る語 が5,615語,略 語 が1,657語,分 野 別表記 の ない語が2,022語 あ る。

最 後 の分 野表記 の ない語 は,GEか らBEへ の橋渡 しをす る役割 を果 た して

い る と想定 される。

従 って,こ こで は① この分 野表 記 の ない2,022語 の語彙 分析 と,② 分野

表 記付 きの5,615語 の 一般 語義 か ら専 門語義 へ の変化の調査 を中心に,BE

との関連性 やBusinessCommunicationに お ける役 割 を検 討 してみた。

① 分野表記のない語の例(こ こでは名詞以外で造語性のある語を中心に

選んだ)

above

across

blue

clean

deep

fair

going

prevailing

rise

safe

secure

take

abovepar/abovetheline

anacross一 仕le-boardincreaseof5°/O

bluechip/blue-collarworkers/blueprint

cleanacceptance/cleanbillsofexchange[lading]

deep-discountbonds

fairaveragequality/faircompetition/fairtrade

goingconcerns/goingrates

prevailingprices/theprevailingslump

ariseinprices}/ariseinoutputproductivity]

safecustody/safedeposit/nightsafes

asecureinvestmentfeelsecure/securedloans

take-homepay/takeover/takeover

② 分野表記付きの語の一般語義から専門語義への変化の例

Accounts

Banking

Commerce

broughtfbrward(次 期 〔次 ペ ー ジ 〕に 繰 り越 す)

firstin,firstout(先 入 れ 先 出 し法>

90daysaftersight(一 覧 後90日 払 い)

back-to-backcredit(見 返 り信 用 貸 し)
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Computers

Finance

Industxy

Law

vff--line(オ フ ラ イ ン 処 理),on-line(オ ン ラ イ ン 処 理)

roll-over(融 資 借 替 え,乗 換 え)

capita1-intensive(資 本 集 約 的)

open-ended(中 途 変 更 〔調 整 〕 可 能 な)

Managementcost-effective(費 用 効果 的 な,費 用 に対 し最 も効果 的 な)

Stock

Exchange

Transport

at(the)best(も っ と も有 利 な 値 段 で ・ 成 行 き 注 文)

syn.atthe}market

door-to-doorservices(戸 口 直 送 サ ー ビ ス 〉

先 に例 示 したchangehands(持 ち主 が 変 わ る)に つ い て ・ ロ ング マ ン辞

典 は"topass,orbepassedfromonepersontoanother,esp.fromoneowner

toanother・ と説 明 して い る。 論 者 が 採 集 した実 例 で は 下 記 が あ る。

Ini992,0nlyf5,434millionstockschangedhands,onlyaquarterof

thevolumegeneratedduringthepeakyearof1989.

この ように,一 般 用語,す なわ ちGEを 使 って(専 門用語 を使 わず に)専

門的表現 をす る事例 が見 られ,こ の ような表現 をGEか らSE,BEへ の橋

渡 しと して,授 業 な どに採 り入れ る ことは,学 生 に とって も比 較的受 け入れ

易い もの として歓迎 されるのではなかろうか。

4.橋 本 編 纂 の三 種 の ビジネ ス英語 辞 典 と他辞典の良否比較

論者 はビジネス英語辞典 に関連 して,橋 本(1992,1996,1997a,1997b)

を公表 して いる。

しか し紙 幅 の制 約 上,こ こで は主 に橋本 編 纂 の 三種 の ビジネス英語辞典

(1991,1995a,1995b)の 成 果の確 認 と同種 の他辞 典 との 良否比較 に議論 を

留めたい。

(1)橋 本 三辞 典 の特 長(橋 本1997,pp」15-116)

① 「経 済英 語 英和 活 用 辞典 』(本 文865頁)

本 著 は見出 し語5,257語,用 例22,7fi5う ち例文3,458(公 表で は用

語 約5,300語,用 例23,000)で あ る。 この場 合 は用語 は関連 ・周辺分

野 も含 んでいる。同辞典は ビジネス ・ファイナ ンスの両分野 に またが
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っているのいで,金 融 の用語 数 を特定 す る ことはできない。

② 『英和 金融用語辞典」(辞 書 の 部582頁)

その後,1995年4月 に刊 行 に漕 ぎつけ た本書 は用語 集ではあるが,

見 出 し語 お よび本 文 中の用 例 の 中で ゴッシ ック体活字で表示 したいわ

ゆる準見出 し語 を合わせて約18,000語 を収録 して い る。対象 は金融用

語 を中心に関連 ・周辺分野約10を カバ ー して網羅性 を高め た。

③ 『英文 ビジネス レター文例大辞典』(本 文1076頁)

一方
,② に次 いで10月 に完成 した本書 は,2千 通 の レターを基 に ビ

ジネスの文例集 として編纂 され,英 文用例 を計15,000余 り収 容 してい

る。 その中で 「分 野別専門用語」 として,ビ ジ ネス用語 が24ジ ャンル

に分 けて整 理 されて いるが,そ の語 数 は1,688語 であ る。

これ また,レ ジス ター研 究 の好 事例 とい って もよかろ う。

(2)ビ ジ ネス英 語 辞典 の 良否 比較(1997a,pp.126～134)

比 較の対象 を,下 記(A)～(G)の7辞 典 と した。 こ紅で,日 ・英 ・米 の最

近 の主 な ビジ ネス英語辞典 をカバ ーできた積 もりである。(A),(B)は 橋 本 編,

(C),(D),(E)は 英国系,(F),(G)は 米国版 であ る。用例 と して は,businessと

financeに 関連 す る表現 と した。 ビジネス とファイナンスの英語 を対象 とす

る以上,こ の2つ の用 語 の選択 は公平 な もの と言 えるだろ う。

①Businessに 関 連 す る表現

(A}M.Hashimoto

(B)M.Hashimoto

(C)

(D)AlleneTuch

(E)J.H.Ad㎜

(F}J.V.Terry

Al)ゴ6'魏 鰐q伍4勧 乙な架6声 γ・8競 駕 ∬ 侃4・ 翫 α膨

AGIossaryofFinancialTerms

TlaeOxfordDictionaryfortheBusinessWorld

Oxford・0ゴ 伽 ηαη σ8〃 吻6∫ ∫E㎎ 」説 声rjし6α7η6γ∫げ

English

LongmanDictionaryofBusinessEnglish

DictionaryofBusinessFinance

(G)JM・Rosenberg1)ゴ`tionaryofBusinessandル 勧㎎6加8η'

げDゴ`'ゴoη αη げ β碑 短㎎ ・砂 乃 η伽`ialSerai`副

具体的 な方法 としては,論 者編 に よる(A)『 経 済 英語 英 和 活用 辞 典」 の

business関 連 の表現 の中 で,他 の辞典 での採 用 の有無 と,逆 に(A)に 出て

いない事例 を個 々 に抽 出す る。統計の過程 は省略 して,結 論 のみ述べ る。
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(A)い っ し ょ に 使 うverb57,businessのadj.22,用 例 一一一sentence(ful1)

20,sentencepart}9,phrases22,business+noun/adj.+business

計13,prep.+business/business+prep.,etc.計3,合 計146,

糸窓言f180。

(B)=橋 本編 「英 和 金 融用語 辞 典」

(C)合 計8(D)合 計19

(F)合 計[5(G)合 計11

②Finance(名 詞)に 関連す る表現

合計38

(E)合 計32

では,専 門用語 と して特化 してい る と考 えられるfinance(名 詞)の 方 は

ど うだ ろ うか。論 者 編の(B)『 英 和金 融用語 辞典 』 を中心 に置 き,他 の辞 典

につ いて同様 の比較 を行 おう。

(A)合 計11

(B)合 計14

(C)1(D)2(E)11

(F)1(G}7

LongmanDictionaryofBusine∬Englishは,さ す が に用 例 はそ こそ こあ る。

いつ れ に して も,論 者 の2辞 典 が 少 な くと も用例 の面 で は,他 辞 典 に比 し

て互角 以上 の戦 い を していることは間違いない。

なお,橋 本(1995b)は,ビ ジネ スの場 面 設定(こ れ も レジス ター/言 語

使用域 に通 じる)を 大 ・中 ・小 項 目の3段 階 に分類 し,状 況 ・場 面別 に構 成

され てい る。す なわち,「 挨拶1,842件 」,「訪 問 ・会議1,235件 」,「手

配1,193件 」,「取 引2,063件 」,「契 約1,297件 」,「折衝1,696件 」,

「処置795件jr「 お礼1,123件 」,「手紙 の決 ま り文句2,366件 」,合 計

412項 目,13,610件 。「分野別専 門用語1,638件 」,合計437項 目,15,248

件,内 外 の類書 を圧倒 す るボ リュームである。

5.国 際 ビ ジ ネ ス ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

ー-InternationalBusinessCommunication(IBC>

(1)国 際 ビ ジ ネ ス ・コ ミュニ ケ ー シ ョンの 位 置 付 け

国 際 ビ ジ ネス ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ンに つ い て は,ThetreeofELTに もあ っ

た よ うにEnglishLanguageTeachingの 基 本 調 と してcommunication

が あ り,こ れ までGE,SE(ESP),BEと 論 じて きた こ と も コ ミュ ニ ケ ー シ

ョンの 問 題 が基 底 にあ る。
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論者 は,「 コ ミュニ ケ ー シ ョンの ため の英語 一 非 「英語母語」 国民の観

点 か ら 一」 で国際語 としての英語,す なわ ち英米 用法 の いず れ に もあ まり

とらわれない,許 容度 の高 い英語 が ビジネス ・コ ミュニケーションの核 とな

ることを期待 した。

議論のポイン トは非 「英語母語」国民の側か ら 「英語母語」国民側への

① ア ングロ ・サ クソン語源の二語 ・三語動詞

② 文化的背景か ら来 るイデ ィオム表現

③ 野放 図に使 われてい る語彙

④ 文法 の中で極めて不規則 な部分

の使用制限の提案である。英米人はこの種の提案 にまず乗 ってこないだろう

か らわれわれ 自身で用語集,用 例 集,辞 書 を作 ろ うとの提案 で もあ る。

(2)最 近 の取 り組 み

論 者 は,す で にInternationalBusiness(:ommunication:Problemsand

Proposals(参 照 文献参 照)な る英文 出版(「 国際 ビジネス コ ミュニ ケ ー シ ョ

ンー問題点 と提案」)を 果 して お り,一 部 は本 稿の ま とめで あ る 『ビジネス

英語 研究 と教育』(同 じ く参考 文献 に表 示)と 重 複 してい るの で,こ れ以

上 の議論 は行 わない。 ただ し,最 近 の取 り組 み につ いて若干触 れておこう。

前述の① に関連 して,論 者 は2001年10月 の 日本 商業英語学 会全 国大会

で,「 国際 ビジネ ス ・コ ミュニ ケ ー ションと句動詞の位置付 け」 について発

表 した。これは,過 去 数年 の研 究発表 を整理 ・集約 して,国 際 ビジネス ・コ

ミュニ ケ ーシ ョンの場で は 「避 けるべ き句動詞」 として,27の 二語動 詞 と

47の 三語 動詞 を選定 して,そ の代 案 と共 に提 示 した もので ある。いずれ,

文書 の形 で公 表 したい と考 えているので,参 考 まで に述べ てお く次 第 であ る。

例 えば,addupに 対 してtota1,bargainfbrに 対 してanticipate,checkup

Onに 対 してinvestigateな どを使 お う とい うこ とであ る。

lIl.結 論 一 社会言語学と言語使用域

社 会 言 語 学 は 広 く言 語 と社 会(languageandsociety)の 関係 を論 ず る学 問

で あ る。 特 に,言 語 の 変 種 と変 化(languagevariationandchange)が 課題

と なろ う。 論 者 の取 り組 み は,レ ジス ター(言 語 使 用 域 〉 の 問 題 を 中 心 と し
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た も の で あ る 。

H・lms,J.(1993),L・ngman・[270】 で は ・"thefeatures・fparticular

registers‐thelanguageassociatedwithparticularcontextssuchas

financeorscience,music,thelaw,orhorseracingと あ る 。(Cf.Ferguson,

C.A.(1994.P.20>こ こ で も,Thiskindofvarietyisaregister・ と 説 明 し て

い る 。

1.GEに つ い て

GeneralEnglishの 一考察 一BE,SEと の比較において

GEに 関す る文 献 は 乏 し く,GEと い う表 現 は 「俗 語 」 扱 い で あ る。

GeneralEnglishと は,英 米 とも外 国 人学生 向 けの英語研修 を指 している。

また,BE,SEで は語義 の相違 に着 目すべ きであ ろう。

2.専 門英 語(BE,SE-ESP)に つ い て

BusinessEnglishか らSpecialEnglishヘ ー 金融英語のESP教 育について 一

ThetreeofELTでESPの 全体像 が把握 で きる。ESPは,「 コースの 内

容 と目的が,特 定 の学習者 集団 の特 別 な必 要性 によって定め られている言語

コースや教育プログラムにおける英語の役割」である。

ロ ングマ ン辞典の25の 分野 別表記 は 「言語 使用域」 と言 っていい。

GeneralEinglishの 再 評 価 一BusinessCommunicationへ の 橋 渡 しと して 一

EnglishforScienceandTechnology(EST)で は,GEはESTを 運 用す る面

か らも不可 欠 と明記 している。語彙の点では,一 般 語義 か ら専 門語 義へ の変

化が注 目される。

橋本編纂の三種の ビジネス英語辞典 と他辞典 との良否比較

『経済英語英和活用辞典」,「英和金 融用語 辞典jと も英米 の辞典 以 上 に用

例 あ り 『英文 ビジネスレター文例大辞典」 も圧倒的ボ リューム。

3.国 際 ビ ジネ ス ・コ ミュニ ケ ー シ ョン(IBC)

「国 際語 としての 英語 」 を ビジネス ・コミュニケーシ ョンの核 として 今

後 とも推進 されるべ きであろう。
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注

1Jackc・Richards・JohnPlatt,HeidiPlatt ,Longman1)`6'ゴoπ の 戸げ ・乙α㎎ 〃卿

Teaching(夢'1望 メψ1ゴ84、linguistics,SecondEdition ,1992[125],under

heading"EnglishforSpecialPurposes,"also"EnglishforSpecific

Purposes,ESP."

なお ・ こ こで は参 考 文 献 と して ・PaulineRobinson ・ESP(EnglishforSpecific

P彫o∫6g,PergamonInstituteofEnglish ,Oxfbrd,U.K,1980。 を挙 げて

い る 。 同 書 はESPの 初 め て の網 羅 的専 門 書 で あ る。Robinsonの 近 著 に は,

ESPToday:APractitioner'sGuide,PrenticeHall ,1991が あ る。

日本 語版 で は 同上 辞 典 の 旧版(1985)を 基 に した 『ロ ン グマ ン応 用言 語 学 辞 典 』

南 雲 堂,1988年[122]が あ る。

〔参 考 〕橋 内 武 「EnglishforSpecificPurposes(ESP>」 田 崎清 忠編 「現 代

英 語教 授 法 総 覧 』 大修 館 書店,1995年[238～245」

2橋 本 光 憲 「GeneralEnglish再 考 ・一 海外 英 語 研 修 の 側 面 か らの考 察 一 」 『神

奈 川大 学 言 語研 究』 第10号,神 奈 川大 学 言 語研 究 セ ンタ ー,1997年3月 ,

35-57頁 。

こ こで は英 ・米 ・加 大 学 が提 供 す る短 期GeneralEnglishCourseや 中 ・長

期 英 語研 修 の 事 例 を紹 介 す る と共 に,GeneralEnglishの 再 考 を試 み た 。 内

容 と して はGE研 究,ESP研 究,BE研 究 との行 きつ 戻 りつ の議 論 とな っ た。
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